
日日新 又日新（日日新たに又日に新たなれ） 
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本校における教育活動の特色となっている、①探究的・創造的・文化的活動、②ボランティア活動・地域
貢献活動が、今年度もさかんに行われています。それぞれの活動を通して、生徒は、思考力・判断力・表現
力を養ったり、個性を発揮したり、他人の役に立つことの喜びを実感したりして、将来、自分らしく、生き
がいをもって生きることのできる「人間力」のある人として成長しています。 

 
 
 
 

 今年度は、２年生と１年生が、「総合的な学習の時間」（時間割では、週に１時間、木曜日の６校時に配
置）を使って、「ソーシャルデザインを取り入れた探究型学習 〜上山を中心とした地域活性のために〜」
に取り組みました。 
２年生の取り組みについては、本通信の今年度第２号（６月１９日発行）と第４号（８月２６日発行）で紹介しています。

今号では、１年生の取り組みについて、紹介します。 
１年生の取り組みは、これまで、次のように進んでいます。 

10月19日（木） 山形大学人文学部教授 山田浩久 先生による講演 

          演題：「上山市の町づくり」 

11月 ２日（金） 「上山散策」の実施 
    ４・５人のグループを作り、目的地ごとバスに分乗して、主に次の 

場所を訪ね、講話や説明を聞き、「私たちのおすすめポイント」を 
探りました。 

①        ①「上山城」  ②「湯の上観音」  ③「武家屋敷」  ④「山川牧場」 
     ⑤「楢下宿」  ⑥「三吉山」 

11月22日（水） 「ソーシャルデザイン ポスターセッション」 
の実施 

    「上山散策」をもとに各グループで作った、「上山の魅力」を伝え 
るポスターを、体育館の壁面に掲示。時間を区切って、交替で「発 
表」し、自分たちの班が「発表」しない時間は他の班の「発表」を 
聞きました。 

 「ポスターセッション」が今年度の活動のまとめ。取り組みは、次年度に 

引き継がれ、２年生では、町づくりについての提案を行う予定です。 
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イメージキャラクター 

「めいのすけ」 

《特色１》 探究的・創造的・文化的活動の取り組み 

１ 「総合的な学習の時間」における探究型学習の展開 

〜「ソーシャルデザインを取り入れた探究型学習」の取り組み〜 

２ 農業クラブでのプロジェクト研究・発表 

     「明新館Smile プロジェクト 〜連携から広まる交流活動〜」が県代表に 

「上山散策」 楢下宿 

ポスターセッション 

 

 

 １２月８日（土）に、平成２９年度山形県学校農業クラブ連盟プロジェクト発表会が行われました（鶴岡
市藤島庁舎）。本校からは、次の三つの研究が、校内発表会での選出を経て、参加しました。 

  分野Ⅰ類【生産・流通・経営】 「届け！ Soybeans 赤道の彼方に PartⅡ ～選抜種の生育特性と普

及～」（代表者:大泉紗雪 発表者:鈴木直樹・佐藤颯星） 

  分野Ⅱ類【開発・保全・創造】 「食品ロスを減らそう」（代表者:宗片一樹 発表者:宗片一樹・高橋来喜） 
  分野Ⅲ類【ヒューマンサービス】「明新館Smileプロジェクト 〜連携から広まる交流活動〜」 
                  （代表者:本間朝香 発表者:本間朝香・片桐優生） 

 結果、「明新館Smileプロジェクト 〜連携から広まる交流活動〜」が、「優秀」となり、東北大会出場 

権を獲得しました（研究班メンバー：本間朝香、片桐優生、伊藤優奈、高嶋瑞紀、髙橋葉月、峯田祐衣、加藤那佳）。 
 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ 情報処理部 今年も「駅からハイキング」を企画・実施 
    ～上山さ寄ってけろ♪ 明新生と行く！上山めぐり～ 

《特色２》 ボランティア活動・地域貢献活動への積極的参加 

 １０月２１日（土）に、ＪＲ東日本と連携し、本校情報処理部が「駅からハイキング」を実施しました。 

コースは、「かみのやま温泉駅」－「上山明新館高等学校」－「十日町商店街」－「観音寺」－「鶴の休石」 

－「武家屋敷」－「新湯（足湯）」－「上山城」－「前川（足湯）」－「かみのやま温泉駅」と徒歩でたど

る、歩行距離約６kmのコース。昼食は、本校内の施設で、食料生産科の協力のもと、うどん作りを体験し

てもらい、自分で作ったうどんを食べてもらいました。 

 情報処理部の生徒たちの手際よい案内のもと、２３名の参加者は、実際に歩き説明を受けなければわから

ない上山の魅力を、十分に味わい、昼食をはさむ約６時間３０分の時間を、楽しく過ごすことができました。 

   
説明をしっかりと うどん作りの説明を聞く 企画を終えて 

４ 外部コンクール等への積極的参加 ＝作文、ポスター、標語、短歌等＝ 

   
【税に関する高校生の作文】 

 ☆山形税務署長賞 髙橋摩利愛（１年） 

【青少年読書感想文山形県コンクール・全国読書感想文コンクール山形県審査】 

 ☆優 秀 齋藤果鈴（１年） 「大変さも喜びも」（荻原浩『ストロベリーナイト』） 

【上山市 読書感想文（体験文等）コンクール】 

 ☆優秀賞 鈴木由唯（１年） 「未来への道」（沖田円『神様の願いごと』） 

  佳 作 東海林風夏（2年）「限りある永遠の中で」（沖田円『永遠の一瞬を、君と』） 

      菊地唯月（１年） 「生きる意味」（住野よる『君の膵臓をたべたい』） 

【山形県防犯広報作品コンクール】 

 ☆ポスター（高校生の部） 優良  後藤真咲（１年）   佳作 木村彩（１年） 

【上山市 明るい選挙啓発ポスターコンクール】 

 ☆優秀 三澤愛林（１年） 佐藤さくら（１年） 髙橋摩利愛（１年） 佐東莉帆（１年） 

【「明るい鉄道環境づくり」標語】 

 ☆村山地区 優秀 鏡太志（１年）「スマホより 自分の足もと 見て歩こう」 

【全国 キャリア（進路）についての生活文・短歌コンテスト】 

 ☆佳作 斉藤遥（3年） 「辛いとき 教えてくれた 道しるべ あなたの笑顔 勇気にかわる」 

【やましん紙上歌会】 

 ☆佳作 飯坂萌々夏（１年） 「満席の スタンドからみた 選手達 チーターのように 駆けぬけていく」 

  入選 諫山宏樹（１年） 横尾良乃（１年） 山下真輝（１年） 

 

 

※今回は、紙面の都合で、活動の一部を簡単に紹介します。ほかにも、学校の内外で様々な活動が行われています。 

◎ＪＲＣ委員会による組織的・計画的な活動 

 ◇「国際ソロプチミストかみのやま」から表彰される 石田悠莉（3年） 岡崎百香（3年） 

 ◇県高校青少年赤十字連絡協議会会長として活動   山川愛佳（2年） 

◎農業クラブ（食料生産科） 「かみのやま寺子屋」で計画的に活動 

◎情報経営科の２年生３人（前田忠政、山川大貴、松沢風）が上山市立南小学校で租税教室を行う 

◎吹奏楽部による訪問演奏活動 介護老人保健施設「みゆきの丘」、さくらんぼ幼稚園（ジョイントコンサート） 

◎邦楽部による訪問演奏活動  上山病院（クリスマス演奏会） 

◎図書委員会 上山市立図書館での読み聞かせボランティア「明新生の読みタイ 聞かせタイ！」（月１回開催） 

（ 

 

税に関する作文 
山形税務署の長井副所長（写

真：向かって右）から賞状を

授与される 


